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組 氏名学年

図Ⅰ１ 右の図Ⅰのように，座標軸を決め， 座標， 座標x ｙ
がともに正の整数となる点をとります。

このうちの４点を頂点とし，４辺がそれぞれ 軸x

。または 軸に平行になるような長方形をつくりますｙ
たとえば，縦の長さが３，横の長さが４の長方形を

長方つくると，図Ⅱのようになります。このとき，
， 。形の内部にある点は６個で 周上にある点は１４個です

次の( )～( )の問に答えなさい。1 3

， ，( ) 図Ⅱの長方形について 縦の長さはそのままで1

横の長さを半分にしたとき，長方形の内部にある

図Ⅱ点と周上にある点はそれぞれ何個になりますか。

内部 個 周上 個２ １０２ １０２ １０２ １０

( ) 内部にある点が 個の長方形をつくるとき，周2 15

上にある点は，何個の場合と何個の場合が考えられ

ますか。

個の場合と 個の場合２０ ３６２０ ３６２０ ３６２０ ３６

① ・・・・・・・・・・・・・・・ と１５個が長方形の内部で一列に並ぶ場合と

② ・・・・・ ３個，５個と長方形の形に並ぶ場合がある。

・・・・・

・・・・・

この周りにさらに点が並んで長方形の周ができるので

①の場合は

ア イ

・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・

ア 横に１７が２カ所（上下）縦に１が２カ所（左右） で３６個

（イのように横に１５が２カ所，縦に３が２カ所 と考えてもよい）

②の場合は

ア イ

・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・

ア 横に７が２カ所（上下 ，縦に３が２カ所（左右） で２０個）

（イのように横に５が２カ所，縦に５が２カ所 と考えてもよい）
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図Ⅲのように，縦の長さが ，横の長さ( )3 a

図Ⅲが の長方形をつくりました。ｂ
この長方形の横の長さを 軸の正の向きx

（右）に２のばし，縦の長さを 軸の正のｙ
向き（上）に２のばすとき，長方形の周上

にある点は，もとの長方形の周上にあった

点の個数と比べて何個増えますか。

ただし， ， はともに正の整数としまa ｂ
す。

a
横に２伸ばすと，上下の辺で２個×２カ所

で４個増える。

縦も同様に，左右の辺で２個×２カ所で４個

増える。したがって４＋４＝８個となる。

個８８８８

２ 妹は，図書館に向かって家を午後４時１０分に出発し，毎分５０ｍの速さで進みました。

兄は，妹より６分遅れて家を出発し，同じ道を追いかけました。

次の( )，( )の問に答えなさい。1 2

( ) 兄は，家を出発してから２０分後に，図書館への道の途中で妹に追いつきました。1

２人がそれぞれ一定の速さで進むものとして，下の ① ～ ③ にあてはまる数を求

めなさい。

， 。兄が妹に追いついた時刻は午後４時 ① 分で 家からの道のりは ② ｍの地点です

また，兄の進む速さは毎分 ③ ｍということになります。

兄は，妹が出発してから６分後に出発し，２０分後に追いついている。

３６３６３６３６つまり，妹が出発した時刻から，２６分後ということになるので，時刻は ①

午後４時３６分となる。

１３００１３００１３００１３００兄の進んだ道のりは，妹の歩いた道のりと同じなので ②
５０×２６＝１３００ となる。

６５６５６５６５兄は，自分が家を出発してから２０分後に妹に追いついているので， ③

兄の速さは，１３００ｍの道のりを２０分で進む速さということになる。

１３００÷２０＝６５

( ) 妹に追いついた兄と妹は，いっしょに歩いて午後４時５０分に図書館に着きました。兄2

と妹の進む速さを毎分５０ｍとして，家から図書館までの道のりを求めなさい。

４時３６分に追いついた後，一緒に歩いて４時５０分に図書館に到着しているので，一緒に歩いてい

る時間は１４分となる。速さは毎分５０ｍなので，

道のり＝５０×１４

ｍ＝７００ｍ となる。 ２０００２０００２０００２０００
したがって １３００＋７００＝２０００ｍ



( ) 図書館で本を借りた二人は，午後５時に図書館を出て，来たときと同じ道を歩いて家に向かい3

ました。母親は二人を迎えにいくことにして，自転車で午後５時４分に家を出発し，二人が通っ

たのと同じ道を進みました。

母親が家を二人の進む速さを毎分５０ｍ，母親の自転車の速さを毎分１３０ｍとするとき，

分後に出会うとして方程式をつくって求めなさ出発してから何分後に二人と出会いますか。x
い。

１３０１３０１３０１３０ ＋＋＋＋ ５０５０５０５０（（（（４４４４＋ ） ＝＋ ） ＝＋ ） ＝＋ ） ＝ ２０００２０００２０００２０００方程式 x x

x母親が進む道のりは １３０× ＝１３０x
兄と妹は，出発した時刻が５時，母親が出発した時刻が５時４分なので，母親よりも４分長く歩い

ていることになる。よって，兄と妹が歩いた時間は ４＋ と表せる。x

兄と妹が歩いた道のりは ５０（４＋ ）x

（ ） 。家から図書館までは２０００ｍなので方程式は １３０ ＋５０ ４＋ ＝２０００ となるx x

１３０ ＋５０（４＋ ）＝２０００x x

分後１３０ ＋２００＋５０ ＝２０００x x １０１０１０１０

１３０ ＋５０ ＝２０００－２００x x

１８０ ＝１８００x

＝１０x

３ 右の図のように，直方体の水そうと，一定の割合

で給水する２つの給水管ＡとＢがあります。 給水管Ｂ

空の状態のこの水そうに，給水管Ａだけを使って

給水すると，給水しはじめてから１５分後に満水に 給水管Ａ

なりました。下の表Ⅰは，このときの，給水しはじ

めてからの時間 とそれにともなって変わる水の量x
との関係を表したものです。y

あとの問に答えなさい。

表Ⅰ

０ １ ２ ３ ・・・・・・ １５x （分）

０ ２ ４ ６ ・・・・・・y（ ）Ｌ

にあては( ) 太郎君は，表Ⅰから分かることを，次のようにまとめました。①～③の1

まる数やことばを答えなさい。

２０００ｍ

１３０ ｍ ５０（４＋ ）ｍx x

毎分130ｍ 毎分50ｍ



● 給水管Ａから水そうに入る水の量は毎分 ① です。Ｌ

で満水になります。● この水そうは ② Ｌ

● と はともなって変化し， の値を決めると，それにつれて の値もただ１つにx y yx

③ であるといえます。決まるから， は のy x

表から１分で水そうに水が２Ｌ 入ることが分かるので毎分２Ｌとな

２２２２る。 ①

１５分後に満水になるので ２×１５＝３０ Ｌ

３０３０３０３０②

関 数関 数関 数関 数③

表Ⅰについて， を の式で表して，次のよ( ) 太郎君がまとめた内容を読んだ花子さんは，2 y x
うにまとめました。①～④ にあてはまる数や式を答えなさい。の

● を の式で表すと ① となります。y x

● は に比例します。比例定数は ② です。y x

● の変域は ③ です。y y０ ≦ ≦

x１分間で２Ｌ 入るので ＝２y

y x満水は３０Ｌ なので， の値は３０以下である。y ① ＝＝＝＝ ２２２２

２２２２②

３０３０３０３０③

( ) この水そうを空の状態にして，もう一度給水してみました。今度は，はじめの４分間3

は給水管ＡとＢ両方から給水し，そのあと給水管Ａを閉じて，給水管Ｂのみから給水しま

した。空の状態から給水しはじめて満水になるまでの時間は，１４分４０秒でした。

給水管Ｂから水そうに入る水の量は毎分何 ですか。答えを求めるまでの過程も書きなＬ

さい。

給水管給水管給水管給水管ＢＢＢＢからからからから毎分毎分毎分毎分 ＬＬＬＬのののの水水水水がががが出出出出るとするるとするるとするるとする。。。。x
給水管給水管給水管給水管ＡＡＡＡからはからはからはからは毎分毎分毎分毎分２２２２ＬＬＬＬ のののの水水水水がががが出出出出るからるからるからるから，，，，

はじめのはじめのはじめのはじめの４４４４分間分間分間分間でででで水水水水そうにそうにそうにそうに入入入入るるるる水水水水のののの量量量量はははは ４４４４（（（（２２２２＋ Ｌ＋ Ｌ＋ Ｌ＋ Ｌx ））））

３２３２３２３２
給水管給水管給水管給水管ＢＢＢＢのみでのみでのみでのみで給水給水給水給水したしたしたした時間時間時間時間はははは

１４１４１４１４分分分分４０４０４０４０秒秒秒秒 －－－－ ４４４４分分分分 ＝＝＝＝ １０１０１０１０分分分分４０４０４０４０秒 分秒 分秒 分秒 分＝＝＝＝
３３３３

３２３２３２３２
xだからだからだからだから，，，，そのそのそのその間間間間にににに水水水水そうにそうにそうにそうに入入入入るるるる水水水水のののの量量量量はははは

３３３３

３２３２３２３２
３０３０３０３０ＬＬＬＬでででで満水満水満水満水だからだからだからだから

４４４４（（（（２２２２＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ ３０３０３０３０x x）））） ＝＝＝＝
３３３３

３３３３
＝＝＝＝このこのこのこの方程式方程式方程式方程式をををを解解解解いていていていて x

答答答答ええええ 毎分毎分毎分毎分 １１１１．．．．５５５５ ＬＬＬＬ
２２２２
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a＋b ＝１０ なので

４ 右の図のような，底辺が１０㎝，高さが６㎝の

三角形ＡＢＣ があります。

この三角形を辺ＢＣを回転の軸として１回転さ

せたときにできる立体の体積を求めなさい。

ただし，円周率はπとします。

見やすいように縦に表します。

Ｂ

ＢＣを軸として １０㎝

回転させるので

右のようにＡ

２つの円錐を
３つなげたような １２０１２０１２０１２０ππππ ㎝

立体ができる。

６㎝Ｃ

上の円錐の高さを ，下の円錐の高さを とする。このとき ＋ ＝１０ が成り立っている。a b a b

上の円錐の体積は 下の円錐の体積は

従って，立体の体積は

となる。

６㎝

Ａ

Ｂ Ｃ

１０㎝


